










































































































1 J1（24．M1） J2（24．M2） K1（24．　M1） K2（25．M1）
2 J3（23．M1） J4（23．M1） K3（24．　M2） K4（24．R）














































発話番号 発話者 発話内容 スタイル
9 J6 侮年生ですか？ P
10、 ∫5嚇 私は院の2年です郷一へ　＼ン＼＼　へ　　＼　・　＼　： 野・
11 J6 あ，じゃ，同じ年ですね。 P
へi2・ 昏／　　＼p5・　＼ 撃剣でずかぎ　＼＼《・　＼＼＼＼・　　　　　　＼＼　　　・＼＼＼じ　い　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認 ＼　　＼　＼@？





15 J6 どちらですかP P
＼　　　　　　　＼@16 ∫§＾ 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　Nрﾍですね，え～とぎ腰越物質⑳ぜ研究科触」で（お篇）＼学類は「学難名」でし鵡 P／





116 J6 昨日，昨日は何を？ NM
U7 、疇5 　　　　　　　　　　＼??ﾋ，＼それがね，、特に何もしてない気がするんだよねく二人災い〉。、じ　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　㎡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　＼ ＼　聾
118 」6 何もしてないってく笑い〉。 NM
1ユ9 κ」5 　　　　　　　　　　　　　　　　　帆ｾから，昨擬の話とかいわれた際にあっ，やばいど患ぢ）たんだけど喬　　　　＼　＼ 蓑　＼
120 J6 私も。 NM



















発話番号 発話者 発話内容 スタイル?
K3、．咽超・綱劔1　　　　　曳・つや、らっ．しゃう’たんですがダ ？＼
A
12 K4 斜セ2睡過。偉く臭｛｝〉。　　　　　　私は2年前ですく笑い〉。 P
ド！3こ KS．細心、　　　　　　　徽∵ピ ・N鼠∴
14 K4 ス塔替λ｝2響謹・｝且。　　　　　　　今修士の2年です。 P
、15、 K＄ 咋斗η、　　　　　　∵ど¢の硫鮒∵・？、．、 、恥ま．
16 K4 「K4　gl望干汗管」皇。　　　　　　　　　fK4の研究科名」です。 P
の葺∴ 牽く3ド 。ト「，飛「K翻軒魂十四．．あ一，噛ま陶の融i科鮒でナ。 ：珍・、
畢
例4）K3，　K4ペア，3回目　「昨日の出来事」の一部
発話番号 発話者 発話内容 スタイル
70 K4 対三明刈含q飯（組。　　　　　　私も昨日お酒飲んだんです。 P







74 K4 剣，刈フ｝闇闇開聞ム書冊『凹凹。　　　はい，私，最近テニスをやっているんですよ。 P
75 K3鉱、　　　　　　　　　　、お遍ガ・
76 K4 遊魁雫望魂早胆恕三ヌ1し｝。　　　　一週間に二図くらいかな。 N















































































































































































































































































































∴7＄ン 漉ξ 毒忌う，な；漏す渉｛魁3やづ〕幽恥∴∵こ一　　’・5乳　　源響 、鴎ゼ
79 」2 ドラマでやってたせいで知名度（ああ），知名度上がったのかなっていうふうに。 NM
霊＄σ1ン ，、1鷲5 @　　　　　　　、．鷲総　　　一煽遜二＼．＿蝋諭姻 ｝漉じ





84 J2 なんかね，あれは，あれはというか，佐藤こうた？？，なんかモジャモジャって。 NM
．∫｝s5じ斗・図IJズ”・南涯報命飼篤：惑鋸∴…　魂　＼≧賦忍喋綜　　　泌 　　・冠t、’．
細隠：1，ド」　’・v涛＼灘蜘鱒1三振薗：1’寵＼口囲壷．い＿誌・　訊漫簿謀嬉総璽黛
87 」2 りゅうた？。 N
88 」2 佐藤りゅうたが東京の，あのう，女子チームの練習に来たらしくて（ううん），そ
ﾌ，ある女子チームに知り合いがいて（うん），この間来たとゆってく二人笑い〉。 NM
89 」2 初心者のくせにけっこううまかったよってゆって。 NM
gd＼弓ぎF　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　、F’＼「ぶ一ぐ之・ ＝（・∫
91 J2 あ，あの人はけっこううまいんだって（〈笑い〉）。 NM
184
92 ∫2 キムタクは（うん）なんかはまったから（うん）クラブチームに入るか（うん），自ｪでチーム作るかっていって（へ一〉続けたいと言っているらしくて。 NM
93 へ∫ユ あ，そうなんだ鄭　　　　　　＼　／　　　　　　　　　　　　ご　　＼　　　　　＼＼　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ ?
94 J2 うん。 N
95 J2 まあ，笑際どうなるか分からないけど。 N
96 J2 あれは　，，


















123 ＼J援＼ 　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　＼謔ｭらないと〉｛＜｝，，　　　　　　　・　　　　　　　、 ／




工26 」2 そう，そう。 N
三27 Ji＼
　／　　　　　　　　　　　　　　　　＼ﾈん博㌧∵方露とかでも，，　　　．　＼　　＼　　　　　　　＼　　＼　　　＼
128 」2 あ，方言ある。 N
工29 」2 えと，どちら　？。 NM
13◎ 灘 私は群馬なんであんまテレビで出てζないんですけど¢　　　　　・　　＼　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ P
　　＼
??? 　vl諏 なんか回避とかだと，，．・・　　．　　　　　こ　　こ　　　、　N　／＼　な、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆
132 」2 何とかやねみたいな。 蛋M
ハ　　　　　　　　　＼P33 ・J1・ これ偽考とか雷いますよね。　＼／　、　　　　＼　・　　・、／　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ NP　　＼
134 」2 覆轍とか真似しても真似できないてすよね。 P
135 」1 うん。 聾
185
ユ36． 、∫1＼ えダξちらですか露 P　．
137 J2 私福岡なんです，九州。 P
・．、．鰯＄ 、♂J！ン あ弼♂
139 」2 でも方言幽なくて。 NM
蜘、 葺ド、 へ脅¢．
141 」2 実家に帰ったり，友達としゃべると出るんですけど。 P
142 」2 こっちに来て標準語の人としゃべると標準語でしゃべれるんですよ。 P





































87 J2 りゅうた？。 N
186
91 J2 あ，あの人はけっζううまいんだって（〈笑い〉）。 NM
92 」2 キムタクは（うん）なんかはまったから（うん）クラブチームに入るか（うん），自
ｪでチーム作るかっていって（へ一）続けたいと雷っているらしくて。 NM
湾穿3疑 睡誉 爺紛無毒；∵：£∴1ジ、　　　’ハ　　　　困鏡ピ席”∴ ’ケ嚢＼















発話番号・ 発話者 発話内容 スタイル
















































































































発話番号 発話者 発話内容 スタイル



































































































































































































































































































B本語会話！ 日本語会話2 基本語会話3 韓国語会話1 韓国語会話2 韓国語会話3
1回鰹 6月15騰 6月2旧 6月16日 6月17臼 6月30臼 6月18日
2回目 6月18日 6月23B 6月18日 6月21日 7月1臼 6月25日
3回目 6月22日 6月28日 6月23日 6月23礒 7月3霞 7月1日
B記号凡例
o
r　f
?
）〉
?????? （?
〈　〉　1〈1，
rJ
＃＃＃
1発話文の終わりにつける。
発話文の途中に相手が割り込んだ場合，前の発話文が終わっていないことを表す。
疑問文につける。疑問の終助調がついた質問形式でなくても，語尾を上げるなど，疑
問の機能を持つ発話には，発話宋に「？。」をつける。
確認などのために語尾をあげる，いわゆる「半疑問文」につける。
文申，文宋に関係なく，音声的に書いよどんだように聞こえるものにつける。
相手の発話中に打たれたあいつちはその発話の最も近い部分に（）にくくって入れる。
笑いながら発話したものや笑い等は，〈　〉の中に説明を記す。もし，相手の発話の
途中に，相手の発話と重なって笑いが入った場合は，（〈笑い〉）とする。
　〈　〉　1＞1
岡時に発話されたものは，重なった部分双方を〈　〉でくくり，重ねられた発話には，
〈　〉の後に，1〈｝をつける。また重ねた方の発話には〈　〉の後に｛〉｝をつける。
固有名詞等，話者のプライバシー保護のために明記できない単語を表すときに用いる。
聞き取り不能であった部分につける。
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194
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　　　　　　　　　　　　　On　the　mech蹴ism　ofva㎡＆誼。簸
i簸sentence－fi簸a亘s重yヒ丑e　in．　J段panese　and　Korean：
　　　　　　With　special　reference　to　the　variation　in　the　usage　rate
　　　　　　　　　　　　　　　　　of　the　polite　form　aleng　the　time　axis
　　　　　　　　　SHIN　Wonsun
Graduate　Student，　University　of　Tsukuba
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywords
speech　style　shift，　seRteRce－final　style，　variation　between　conversations，
　　　　　　　　　　variation　within　a　conversation．　accordance
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs廿act
　　　There　have　been　many　studies　that　focused　on　the　reason　why　speech　style　shift　occttrs　in
Japanese，　while　few　past　researches　explain　what　kind　of　mechanism　it　involves．　Therefore，　this
paper　focuses　on　how　the　speech　style　shift　occurs　IR　Japanese，　through　comparison　with　Korean．
1　recorded　conversations　between　pairs　of　Japanese　and　Korean　graduate　students　who　did　not
know　each　other　at　first　and　further　conversations　at　intervals　of　days．　1　observed　the　variation　in
the　usage　rate　of　sentence－final　style　on　She　basis　of　the　two　aspects，　namely，　i）　whick　are　the
variations　betweeR　conversations，　across　several　conversations　of　same　participants，　and　ii　）　the
variations　within　each　conversation．　’Ilhe　results　showed　that，　on　one　hand，　the　basic　style　of　speech
varied　from　the　polke　form　to　the　non－polite　form　between　conversations　in　Japanese　and　on　the
other　hand，　there　exists　some　kind　of　accordance　which　is　invariable　within　a　conversation．　Based
on　these　results，　this　paper　argnes　that　there　is　a　possibility　that　Japanese　speakers　take　a
particular　measure　which　is　accordance，　a　measttre　by　which　speakers　shift　their　basic　speech　style
to　rnatch　their　discourse　with　the　iRterlocutor’s　variation　in　speech　style．　Unlike　in　Japanese
conversations，　patrerns　of　this　accordance　are　only　partially　found　in　Korean　conversations．
195
